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以下のとおり、報告いたします。 

 

研究制度  

□特別研究期間     ■自由研究期間         

□大学共同研究     □個人特別研究費        

□博士研究員  

※国際共同研究交通費補助については別様式にて作成してください。  

研究課題  アントレプレナーシップとイノベーションの実証研究  

研究実施場所  加藤雅俊研究室  

研究期間  2024年 9月 20日  ～  2025年 3月 31日（ 6ヶ月）  

 

◆  研究成果概要  （ 2,500字程度）  

上記研究課題に即して実施したことを具体的に記述してください。 

本研究期間中は、起業プロセスや企業成長、資金調達、チーム構成、労働市場とイノベ

ーションの関係など、多様なテーマに関する国際共著論文の発表および投稿を行った。 

まず、Coad・Srhoj 両氏との共著では、新規企業の創業準備期間（gestation）が企業の初

期リソースや知識フローに与える影響を分析し、創業時の人的・知的資源の重要性を示し

た（Journal of Evolutionary Economics, 2025 年 5 月）。 

次に、本庄・岩城両氏との研究では、負債による資金調達がスタートアップの出口戦略

（M&A など）に及ぼす影響を実証的に明らかにした（Small Business Economics, 2025 年 4

月）。また、高橋・本庄両氏との共著では、創業チームにおける初回の株式配分に存在する

ジェンダー格差をデータで検証し、その要因とインプリケーションを提示した（Journal of 

Banking and Finance, 2024 年 11 月）。 

 さらに、池田・Kleinknecht 両氏との研究では、日本の「賃金構造基本統計調査」を用

い、柔軟な雇用形態の拡大とイノベーション・レジームの変化が日本型イノベーションモデル

の持続可能性に与える影響を分析した（Structural Change and Economic Dynamics, 

2024 年 9 月）。 
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加えて、レジェンドル・白井両氏との共著論文では、ベンチャーキャピタル投資の効果が企

業年齢や規模によってどのように異なるかを検証し、現在投稿中である。 

また、Yu 氏との研究では、ユーザー起業家精神が創業時の外部資金調達に与える影響

を明らかにし、単なるイノベーション性だけでは不十分であることを示した（投稿中）。 

 これらの研究は、スタートアップの成長プロセスや資金調達戦略、チーム構成、制度・市場

環境とイノベーションの関係に関する理解を深化させるものであり、学術的貢献とともに政策

的・実務的示唆を提供する成果となった 

 
＜期間中の主な業績＞  
1. Alex Coad, Masatoshi Kato, and Stjepan Srhoj, “Gestation, endowments, and 

knowledge flows around the time of venture creation,” Journal of Evolutionary 
Economics ,  35, 387-414, May 2025. 

2. Yuji Honjo, Yunosuke Iwaki, and Masatoshi Kato, “Outside or inside the firm? The 
impact of debt financing on the exit routes of start-up firms,” Small Business 
Economics ,  64, 1877-1900, April 2025.   

3. Hidenori Takahashi, Yuji Honjo, and Masatoshi Kato, “The gender gap in the first 
deal: Equity split among founding teams,” Journal of Banking and Finance ,  168, 
107272, November 2024. 

4. Yuya Ikeda, Masatoshi Kato, and Alfred Kleinknecht, “Flexible labor, innovation 
regimes and the erosion of the Japanese model: Evidence from the Basic Survey on 
Wage Structure ,” Structural Change and Economic Dynamics , 70, 333-339, 
September 2024. 

5. Masatoshi Kato, Nicolas Legendre, and Hiroki Shirai, “When do new firms benefit 
from VC investment? The moderating role of firm age and size,” submitted.  

6. Chong Yu and Masatoshi Kato, “To be innovative is not enough: The impact of user 
entrepreneurship on initial funding,” submitted. 

以  上  

提出期限：研究期間終了後 2ヶ月以内  
※個人特別研究費：研究費支給年度終了後 2ヶ月以内  博士研究員：期間終了まで  
提出先：研究推進社会連携機構（NUC）  
※特別研究期間、自由研究期間の報告は所属長、博士研究員は研究科委員長を経て提出してくださ

い。  
◆研究成果概要は、大学ホームページにて公開します。研究遂行上大学ホームページでの公開に

支障がある場合は研究推進社会連携機構までご連絡ください。  


